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平成 16年 11月 27日に行われた市民フォーラムの特集号です。
◎ 特集  
『平成 16年度男女共同参画まちづくり市民 
フォーラム』 
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特集  『平成 16年度男女共同参画まちづくり市民フォーラム』 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年 11 月 27 日、「『男女(みんな)が主役、認めあい、支えあい、高めあう社会(まち)を目指

して』～次代の社会を担う子どものために・少子化の現状とこれから～」をテーマに、平成 16年

度男女共同参画まちづくり市民フォーラムを開催いたしました。 

 当日は JR が一部不通となるほどの強風でしたが、フォーラムには 128 名の方々にご参加いただ

きました。会場は少子化問題に対する参加者の熱い気持ちに満たされ、真剣な討論が交わされる

など、非常に有意義なフォーラムとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 21 男女共同参画推進の会・・・通称「21 の会」。21 世紀に活力と希望に満ちた男女共同参画社会を「次世代

への贈り物」として実現できることを目的に、民間の視点から諸課題の改善に取り組んでいます。 

日時 平成 16年 11月 27日(土)午前 10時～12時 40分 

会場 釜石市民文化会館 中ホール 

主催 まちづくり市民フォーラム実行委員会・釜石市・ 

釜石市教育委員会 

※まちづくり市民フォーラム実行委員会構成団体（12団体） 

岩手県退職女性教職員の会釜石支部、岩手県母子寡婦福祉協会釜石市支部、釜石・大槌地区交通安全母の会連合会、

釜石商工会議所女性部、釜石生活学校、釜石地区漁協女性部協議会、釜石地区更生保護女性の会、JAとおのよつば

女性部釜石地区、新日本婦人の会釜石支部、唐丹生活学校、21男女共同参画推進の会、母と女性教職員の会 

テーマ 『男女
み ん な

が主役、認めあい、 

支えあい、高めあう社会
ま ち

を目指して』

～次代の社会を担う子どものために・少子化の現状とこれから～ 

男女共同参画まちづくり市民フォーラム次第 

 

☆ 現状報告「少子化をめぐる釜石市の現状」 報告 21男女共同参画推進の会 

☆ 基調講演「少子化の現状とこれから」 講師 藤原 博 氏（弁護士） 

☆ ディスカッション「地域における少子化をめぐる課題」 

   コーディネーター 新妻 二男 氏（岩手大学教育学部助教授） 

      パネリスト 岩鼻 千代美 氏（21男女参画推進の会会員） 

            小笠原 ヒナ子 氏（子育て支援グループ「赤とんぼ」代表）

            神山 誠 氏（釜石簡易裁判所職員） 

            黄川 幸子 氏（岩手県警察本部警察官） 

            遊佐 貴明 氏（釜石・大槌地区若者交流グループ 

「小さな風」会員）
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1 はじめに 

 年金制度を議論したときに、想定していた出生率 1.30％をきって 1.29％という現状だったことが
問題になった。この状態では、年金の制度を運用できなくなってきているということだ。今の出生

率から考えて、何年先にはどうなるのかということを見極めながら、政治は動いていかなければな

らない。人口の構成や将来動向を把握することの重要性はここにある。私たちも、住んでいる地域

の中で、これからどのように少子化が進んでいくのか、人口構成がどうなっていくのかを見極めな

がら、いろいろな施策を考えていかなければならない。 
2 少子化社会の現状 

（1）現状把握 

人口推計では平成 37年に全国の老齢人口(高齢化率)は 29.6％、約 30％だ。釜石市では、平成 
16年 11月 1日現在の高齢化率が 30％になっている。ということは、全国で平成 37年に来る社会
が、今、釜石に来ているということだ。21年も早く進んでいるのだ。 
（2）人口の将来動向 

 人口問題研究所で最近発表した将来の人口動向の数字を見てみよう。この数字は、現在の行政の

やり方やまちづくりのやり方を勘案しながらファクターをかけて調査したものだ。おそらく、この

ように進んでいくのだろう。将来の人口動向を見据えて、冷静に考えていかなければならない。 
☆ 沿岸は減少、内陸は増加の傾向 

☆ 釜石市と大船渡市は、現在の人口規模は同じだが、2030年にはかなり格差が生じる 

☆ 2030 年の釜石市は、平成 12年の人口の半分近くまで減少する 

人口問題研究所による平成 15年 12 月現在を標準にして調査したものより （単位:1,000 人） 

 2005 年 2015 年 2030 年 平成 12 年を 100

とする指数(％)

釜石市 43 36 26 56.7 

岩手県 1,407 1,363 1,232 87.0 

大船渡市 43 40 33 74.1 

陸前高田市 25 22 18 70.7 

宮古市 52 47 38 71.1 

盛岡市 290 288 269 93.3 

矢巾町 28 34 40 161.0 

滝沢村 57 66 71 138.6 

北上市 94 100 103 113.2 

3 出生率の低下は先進諸国に共通した現象 

   出生率の低下は世界の先進諸国に共通しているが、70年代後半から出生率は急激な低下ではなく、
ゆるやかになっている。世界各国は、早くから少子化に歯止めをかける努力をしているのだ。 
4 我が国における少子化対策 

（1）少子化対策基本法（平成 15年 7月 30日公布）・・・子どもを安心して生み育てる 

（2）次世代育成支援対策推進法（平成 16年 7月 16日公布）・・・生んだ子どもを育成していく 
次代の社会を担う子どもを安心して生み育てるためにはどうしたらよいか、という法律をつくっ

た。この法律は、父母の責任を第一において、どうしたらいいのか議論するのは共同参画の場でし

ましょう、というもの。みんなで男女が共同して施策を考えていかなければならない。みんなが責

任を持って真剣に議論できる社会でなければ、子どもを安心して生み育てられないのだ。 
5 対策 

みんなで意見を出し合って、知恵を出し合えば、何かが浮かんでくるはずだ。釜石市は、少子化

という問題について 20年先を行っている。でも、世界からは 20年遅れている。釜石市は、ここで
真剣になって、国に先駆けて少子化対策とはこういうものだということを示していこう。 
6 むすび 

   釜石市はかつて世界一の公害の町だった。今では公害を克服しきれいな町になった。一番少子化

の進んでいる町が、一番進んだ安定した社会にできないわけがない。先ず釜石市の人口が 9万人だ
った時代と今を比べるのは止めよう。3 万人の町なんだ、そこから立ち上げていこう、そんな気持
ちで新しい町を構築していきたいものだ。少子化問題をみんなで考えながら、いい町を創ろう。 
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人口ピラミッド　人口規模・年代比較　（「21の会」調べ）
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現状報告 「少子化をめぐる釜石市の現状」 
～人口ピラミッドについて（目で見る高齢化）～ 

・ 釜石市、岩手県、全国の人口ピラミッドの形が三角形から釣鐘型、逆壷型へと変化していきます。 
・ 平成 12年の釜石市の形と平成 37年の岩手県と全国の形はよく似ています。 
・ 平成 37年の全国の老年人口は 29.6％になります。平成 16年 11月 1日現在の釜石市の高齢化率 30％
とほぼ同じですから、釜石市は 20年先、近未来の高齢社会の縮図ということになります。 

 
昭和 45年          平成 12年         平成 37年 

三角形のビラミッド型      釣鐘型            逆壷型 

 
 
 
 

ディスカッション 「地域における少子化をめぐる課題」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

老 年 人 口  65 歳以上 

生産年齢人口  15歳から64歳

年 少 人 口  0 歳から 14 歳

パネリスト 小笠原ヒナ子氏 
・子育ては大変だが、子どもは、本当にかわいい。子どもは、「力」だと思う。 
・子育てのために仕事を辞めたが、保育士の資格があったので、その後また、保育の仕事に

就くことができた。 

パネリスト 黄川幸子氏 
・1 年間育児休業を取ったが、専業主婦も大変だった。「大変だったね。」と労いの言葉を一
言かけてもらうことが嬉しいものだと感じた。 
・子どもが少ないのは晩婚化の影響かと思う。結婚が一番ではなくなった。 

パネリスト 神山誠氏 
・妻も職業に就いており、働いている状況は全く同じなので、家事も平等に担当している。 
・まだ、女性の社会進出を阻むような社会環境であると思う。働きながら子育てできる環境 
が整えば、少子化の解決につながっていくと思う。 

パネリスト 岩鼻千代美氏 
・職業としての仕事以外の活動や勉強に費やす時間が多く、結構忙しい。結婚生活との両立

は簡単ではないと思う。 
・男女とも経済的に自立することが大切だと思う。 

パネリスト 遊佐貴明氏 
・少子化問題は、次代の社会を担う子どもたちの問題でもある。子どもが関る事件や問題の

報道に接するが、教育が大切ではないかと思う。長い目でみた、青少年の教育システムが

必要ではないかと思う。 

コーディネーター 新妻二男氏 
・結婚や出産などで仕事を辞めても、資格を持っていると復職、就職に役立つ。 
・少子高齢化現象は、「人生 50年の時代」と「人生 80年の時代」の違いでもある。 
・子どもが多かった時代と今を比べても仕方がない。少子化の状態が普通だとの認識を。 
・少子化の問題は、教育、環境、児童虐待など、いろいろな面からも考える必要がある。 
・子どもが少なくても、将来楽しみだなと思えるような社会にしたいもの。 
・もはや問題提起する時代ではない。実行する時代だ。 
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「21 の会」で実施したアンケートです。151 名の方からご意見が寄せられました。 

 

「21 の会」による『少子化をめぐる釜石市の現状』の報告から紹介いたします。 

◎ 回答者 男性６３人 (20 代１３人、30 代１６人、40 代１５人、50 代以上１９人) 

       女性８８人 (20 代２３人、30 代２８人、40 代１４人、50代以上２３人) 

◎ 質問 1、2 についての回答(一部) 

    質問 1 日本は、いま少子化の傾向にあるのは、どういう理由だと思いますか。 

・ 結婚をしないことに対する、世間へのこだわりが少なくなった。 

・ 仕事やレジャーへの喜びが大きく、結婚をし、子どもを生み育てることが負担だ。 

・ 子どもが成長する頃の将来に不安が大きい。 

・ 一人っ子が多い現在では結婚しにくい、子どもは生まれにくい。 

    質問 2 こういう世の中になれば、子供を産んでもよいと思うことをお願いします。 

    ・ 夜中でも、保育施設に預けられること。少々の病気でも預けられるようにして欲しい。 

    ・ 職場に託児所を完備して欲しい。そのような企業を増やして欲しい。 

・ 父親が子育てに参画することに地域や企業が理解を示すようになればよい。 

  ・ 子育ての楽しさをメディアでたくさん流して欲しい。 

 
         ひととき。 

 人口が多ければいいのではなく、年代別人口のバ

ランスが大切なのですね。未来を担う子どもたち

が、楽しい子ども時代を過ごし、大人になったとき

には、子どもをたくさん生み育てたくなるような社

会を、みんなで創りましょう。（C.K） 

あっという間に１年が過ぎました。この１

年で自分は成長しただろうか・・・？と年度

末に考えております。人を認め、感謝し、人

に優しくあることが、生きる上で一番大切な

ことだと思います。そうありたいし、みんな

そ う あ れ ば い い な 、 な ん て 。

B-E-A-UTIFUL！(A.K) 

 

男女共同参画 “街づくり市民フォーラム”にむけて 質問アンケート 

21 男女共同参画推進の会  2 0 0 4 . 7 . 3 0 

どうぞ気軽に、お答え下さいますようお願いいたします. (○印を) 

★あなたは         男    女 

★あなたは         20 代   30 代   40 代   50 代以上 

★あなたは         未婚   既婚   離婚後独身   その他 

★あなたの子供さんは    なし   1 人   2 人   3 人   4 人   その他 

 

◆◆少 子 化 に つ い て 質 問 い た し ま す 。◆◆ 

1. 日本は、いま少子化の傾向にあるのは、どういう理由だと思いますか。 

2. こういう世の中になれば、子供を産んでもよいと思うことをお願いします。 

① 家庭面 (例 保育所が完備。家事分担が納得できる内容。景気が良くなれば。等々) 

② 社会的な面 (例 子供を生む毎に、税金が少なくなる。子供 3人以上は、年金負担なし。等々) 

3. 家ではどのようですか。自分が中心であるものに○印をお願いいたします。 

    家事 ⇒ 洗濯   掃除   食事の用意   食事の後片付け   自分の衣類の購入 

経済 ⇒ 自分の収入のみ   共稼ぎ   親にある程度やる 

育児 ⇒ 家庭で   母親中心   父親中心   保育施設   個人預かり 

4. 自分の最期は、どう迎えたいと思いますか。イメージしているだけでもどうぞ。 

    (例 家族のなかで迎えたい。施設でいい。自分のお骨は・・・。等々) 

5. 結婚や子育てに、どういう希望を持っておりますか。 

6. 独身の方に。結婚をしない主な理由をお願いいたします。 

    (例 いつかは、結婚をしたい。したくない。成り行きに任せる。等々) 


